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重要文化財（美術工芸品）の指定について 

 

１ 発表概要 

 国の文化審議会（会長 佐藤
さ と う

信
まこと

）は、令和２年３月 19 日（木）開催の同審議会文

化財分科会の審議・議決を経て、４件の美術工芸品を国宝に、３７件の美術工芸品を

重要文化財に指定すること、また、１件の美術工芸品を登録有形文化財に登録するこ

とについて、文部科学大臣に答申する予定です。 

このうち、重要文化財に指定される美術工芸品（絵画）２点が、兵庫県ゆかりの作

者によるものになります。 

 

２ 答申される美術工芸品 

名 称 所有者 所在地 員数 時代 

紙本金地著色 

夏秋渓流図（鈴木其

一筆／六曲屏風） 

公益財団法人 

根津美術館 

東京都港区南青山 

６－５－１ 
一双 江戸時代 

室君（松岡映丘筆／

大正五年／絹本著色 

六曲屏風） 

公益財団法人 

永青文庫 

東京都文京区目白台

１－１－１ 
一双 

近代 

大正五年 

 

３ 兵庫県ゆかりの作者について 

  ○鈴木其一（1795/96～1858） 

姫路藩酒井家家臣鈴木家の家督を嗣ぎ、一代絵師として姫路藩に召し抱えられる。 

 

  ○松岡映丘（1881～1938） 

兵庫県神東郡田原村（現在の神崎郡福崎町）に生まれた日本画家。 

 

４ その他 

  今回答申を受けた文化財の一部は、令和２年４月 21 日（火）から５月 10 日（日）

まで東京国立博物館本館（東京都台東区上野公園 13―９）にて、特集「令和２年新指

定国宝・重要文化財」展で公開されます。 
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２．重要文化財（美術工芸品）の指定

＜絵画の部＞

（有形文化財を重要文化財に ６件）

鈴木其一筆
す ず き き いつ

① 紙本金地著色夏秋渓流図 一双
し ほ ん き ん じ ちゃくしょくなつあきけいりゅう ず

六曲屛風

【所有者】公益財団法人根津美術館（東京都港区南青山６－５－１）

【法 量】各 縦１６５．８㎝ 横３６３．３㎝

鈴木其一（１７９５／９６～１８５８）は江戸で活躍した絵師。早くから江戸琳派の
す ず き き い つ り ん ぱ

大成者・酒井抱一（１７６１～１８２８）の事実上の後継者と評価されていたが、近年
さ か い ほういつ

の研究で江戸時代後期を代表する個性的な絵師として再評価されるに至った。本図は江

戸琳派の支援者であった江戸の油問屋・大坂屋松沢家に伝来したもので、落款の様子か
らっかん

ら４０歳代後半の作と考えられる。この時期、江戸琳派の枠を突破して、其一独自の画

域に到達した。金箔地に鮮やかな青色の水流がとくに印象的な本図は、其一の特質を最

もよく示した大作である。

（江戸時代）

取
扱
注
意
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議
案
別
紙
三
（
有
形
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

六
件
） 

 
一 

紙
本
金
地
著
色
夏
秋
渓
流
図
鈴
木
其
一
筆

六
曲
屛
風

 
 
 
 

一
双 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
・
公
益
財
団
法
人
根
津
美
術
館 

  

（
寸
法
） 

各 

縦
一
六
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

横
三
六
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

（
品
質
形
状
） 

各 

紙
本
金
地
著
色 
屛
風
装 

本
紙
紙
継
二
枚
（
上
か
ら
一
三
一
・
三
、
三
四
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
） 

 

無
背
景
の
画
面
の
下
半
に
、
左
右
隻
に
連
続
し
た
地
面
と
渓
流
を
設
定
し
、
右
隻
は
直
立
す
る
五
本
の
檜
の
合
間
に
白
い
花
を
つ
け
る
百
合
と
葉

の
周
縁
が
白
い
笹
を
描
く
。
檜
の
幹
に
一
匹
の
蝉
が
と
ま
る
（
第
三
扇
上
部
）。
土
坡
の
緑
は
青
々
と
し
、
岩
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
茂
る
。
夏
の

景
観
で
あ
る
。
左
隻
は
や
は
り
直
立
す
る
七
本
の
檜
の
合
間
に
、
ほ
と
ん
ど
の
葉
を
落
と
し
た
桜
紅
葉
と
、
枯
れ
か
け
た
羊
歯
、
若
干
の
下
草
を
描

く
。
檜
の
葉
が
一
部
枯
れ
始
め
、
土
坡
の
緑
色
も
若
干
く
す
ん
だ
秋
の
景
観
で
、
一
枚
の
桜
の
葉
が
落
ち
て
流
れ
去
る
瞬
間
を
と
ら
え
る
。 

 

背
景
は
約
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
金
箔
を
貼
り
込
め
て
総
金
地
と
す
る
。
土
坡
の
草
に
覆
わ
れ
た
部
分
は
右
隻
で
は
鮮
や
か
な
緑
色
に
左

隻
で
は
や
や
黄
味
の
強
い
緑
色
に
、
土
の
露
出
す
る
部
分
は
金
色
に
、
水
流
に
削
ら
れ
て
露
出
し
た
岩
は
墨
の
濃
淡
で
あ
ら
わ
す
。
岩
肌
表
面
に
は

深
い
青
色
と
緑
色
が
薄
く
塗
ら
れ
、
苔
が
散
り
ば
め
ら
れ
る
。
水
流
は
鮮
や
か
な
青
色
で
、
金
色
の
線
描
で
波
紋
を
あ
ら
わ
す
。
檜
の
幹
は
薄
茶
色

を
地
に
墨
の
濃
淡
と
抑
揚
の
あ
る
墨
線
で
、
桜
の
幹
は
灰
色
を
地
に
墨
の
濃
淡
と
抑
揚
の
あ
る
墨
線
で
描
き
分
け
ら
れ
る
。
と
も
に
樹
幹
に
は
苔
が
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散
り
ば
め
ら
れ
る
。
檜
の
葉
は
青
味
が
か
っ
た
緑
色
で
、
左
隻
の
枯
葉
は
褐
色
で
細
か
に
描
き
重
ね
ら
れ
る
。
桜
の
葉
は
墨
の
輪
郭
を
用
い
ず
、
ぼ

か
し
を
多
用
し
て
色
づ
き
具
合
を
葉
ご
と
に
描
き
分
け
、
葉
脈
は
金
色
の
線
描
で
あ
ら
わ
す
。
百
合
の
茎
、
葉
、
花
弁
は
濃
墨
線
で
括
る
一
方
で
、

蕊
は
輪
郭
線
を
用
い
な
い
。
百
合
の
葉
脈
も
金
色
の
線
描
で
あ
ら
わ
す
。
笹
の
葉
は
輪
郭
と
色
の
境
界
を
墨
線
で
括
り
、
中
心
部
を
明
る
い
緑
色
、

外
縁
部
を
白
色
で
塗
り
こ
め
て
、
葉
脈
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。
羊
歯
は
、
没
骨
の
た
ら
し
こ
み
で
描
く
。 

 

右
隻
の
画
面
右
下
と
左
隻
の
画
面
左
下
に
落
款
が
あ
る
。 

 

保
存
状
態
は
良
好
で
、
絵
具
の
変
褪
色
も
ほ
と
ん
ど
進
行
し
て
い
な
い
。
後
世
の
補
加
筆
も
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

（
款
記
・
印
章
） 

噲
々
其
一
「
祝
琳
」（
朱
文
方
印
） 

 

（
筆
者
） 

鈴
木
其
一
（
一
七
九
五
／
九
六
～
一
八
五
八
） 

 

（
時
代
） 

江
戸
時
代 

 

（
説
明
） 

 

鈴
木
其
一
（
一
七
九
五
／
九
六
～
一
八
五
八
）
は
江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
る
。
諱
を
元
長
、
号
を
其

一
と
い
い
、
噲
々
、
菁
々
な
ど
の
別
号
が
あ
る
。
出
自
は
江
戸
の
紺
屋
と
も
幕
臣
の
家
の
関
係
者
と
も
い
い
、
十
八
歳
で
酒
井

抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
の
弟
子
と
な
っ
た
と
伝
え
る
。
兄
弟
子
で
あ
る
鈴
木
蠣
潭
（
一
七
九
二
〜
一
八
一
七
）
の
急
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死
を
受
け
て
婿
養
子
と
し
て
姫
路
藩
酒
井
家
臣
の
鈴
木
家
の
家
督
を
嗣
ぎ
、
江
戸
の
抱
一
邸
の
近
く
に
居
を
構
え
て
親
し
く
抱

一
の
薫
陶
を
受
け
た
。
茶
道
や
俳
諧
に
も
通
じ
、
各
界
の
文
化
人
と
幅
広
く
交
流
し
た
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
抱
一

が
没
す
る
と
、
翌
年
に
は
一
代
画
師
と
し
て
酒
井
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
以
後
、
抱
一
の
後
継
者
・
酒
井
鶯
蒲
（
一
八
〇
八

〜
四
一
）
を
支
え
な
が
ら
精
力
的
に
画
作
と
後
進
の
育
成
に
励
ん
で
江
戸
琳
派
の
次
代
へ
の
継
承
を
促
す
が
、
安
政
五
年
（
一

八
五
八
）
コ
レ
ラ
に
罹
っ
て
死
亡
し
た
。 

 

其
一
の
画
風
は
、
光
琳
を
慕
っ
た
抱
一
の
様
式
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
卓
越
し
た
画
技
を
駆
使
し
て
そ
こ
に
一
層
の
洗
練
を
加

え
た
も
の
で
、
早
く
か
ら
抱
一
の
事
実
上
の
後
継
者
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
昭
和
五
十
年
代
以
降
の
研
究
で
は
、
そ
こ

に
其
一
独
特
の
感
性
や
他
流
派
か
ら
刺
激
を
受
け
た
要
素
が
柔
軟
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
其
一
は

江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
個
性
的
な
絵
師
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。 

 

本
図
は
其
一
を
含
む
抱
一
派
の
支
援
者
で
あ
っ
た
大
坂
屋
松
沢
孫
八
（
江
戸
有
数
の
油
問
屋
）
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、

詳
し
い
制
作
経
緯
は
不
詳
な
が
ら
、
落
款
に
見
え
る
「
噲
々
」
の
使
用
時
期
と
書
体
か
ら
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
四
）

末
こ
ろ
、
四
十
歳
代
後
半
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
其
一
は
西
国
諸
国
を
旅
し
て
画
嚢
を
豊
か
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

流
派
の
要
素
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
、
独
自
の
画
域
に
到
達
し
た
。 

 

金
地
に
鮮
や
か
な
緑
色
と
青
色
が
と
く
に
印
象
的
な
本
図
は
、
抱
一
の
「
紙
本
銀
地
著
色
風
雨
草
花
図
」（
昭
和
十
五
・
五
・

三
指
定
、
東
京
国
立
博
物
館
）
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、『
光
琳
百
図
』
に
も
収
録
さ
れ
た
光
琳
の
檜
図
屛
風
な
ど
、
先
行
す
る
宗
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達
光
琳
派
の
図
様
や
表
現
に
自
在
な
変
奏
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
琳
派
ら
し
く
広
い
色
面
を
大
胆
に
配
置
し

て
華
や
か
な
画
面
を
構
成
し
、
モ
チ
ー
フ
や
絵
具
の
色
味
を
選
ん
で
繊
細
に
季
節
感
を
表
出
す
る
な
ど
、
意
匠
化
さ
れ
た
表
現

と
写
生
的
な
表
現
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。 

 

一
方
、
両
隻
を
通
じ
て
黒
々
と
し
た
岩
肌
を
見
せ
る
地
面
が
明
確
に
設
定
さ
れ
、
そ
こ
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
る
植
物
と
地

面
を
削
る
渓
流
は
、
琳
派
作
品
と
し
て
は
む
し
ろ
異
例
に
属
す
る
迫
力
あ
る
空
間
を
構
成
す
る
。
ま
た
細
部
で
は
、
琳
派
に
特

徴
的
な
た
ら
し
こ
み
技
法
は
積
極
的
に
は
使
用
さ
れ
ず
、
多
彩
な
描
法
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
抱
一
と
は
別
趣
の
実
在
感
に
富

ん
だ
描
写
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
本
図
の
表
現
に
は
、
其
一
が
意
識
的
に
琳
派
の
枠
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ

る
。
そ
こ
に
は
西
国
旅
行
で
各
地
の
渓
流
を
写
生
し
た
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
円
山
応
挙
「
紙

本
著
色
保
津
川
図
」（
昭
和
十
五
・
五
・
三
指
定
、
京
都
・
千
總
蔵
）
へ
の
対
抗
心
や
、
葛
飾
北
斎
の
版
画
「
諸
国
滝
廻
り
」
か

ら
の
刺
激
、
谷
文
晁
へ
の
追
慕
が
指
摘
さ
れ
う
る
よ
う
な
、
抱
一
の
亜
流
に
と
ど
ま
ら
な
い
其
一
の
特
質
が
も
っ
と
も
明
確
に

提
示
さ
れ
た
個
性
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
其
一
の
画
歴
の
中
で
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
す
大
作
で
あ
り
、
研
究
史
に
お
い
て

も
昭
和
五
十
二
年
の
本
図
の
再
出
現
が
其
一
再
評
価
へ
の
転
機
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

以
上
、
本
図
は
鈴
木
其
一
の
代
表
作
で
あ
り
、
江
戸
琳
派
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
時
代
後
期
絵
画
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い

優
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 
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（
指
定
基
準
） 

一 

各
時
代
の
遺
品
の
う
ち
製
作
優
秀
で
、
我
が
国
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の
。 

 
（
参
考
） 

平
成
二
十
～
二
十
一
年
度
修
理
（
株
式
会
社
墨
仁
堂
） 

 

（
伝
来
） 

 

『
松
沢
家
蔵
品
入
札
目
録
』（
東
京
美
術
倶
楽
部
、
大
正
七
年
十
二
月
五
日
売
立
）
所
載 

 

『
渓
舟
居
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
開
華
楼
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
十
四
日
売
立
）
所
載
（「
大
孫
伝
来
」
と
あ
り
） 

 

昭
和
十
五
年
一
月
、
根
津
嘉
一
郎
遺
族
よ
り
財
団
法
人
根
津
美
術
館
へ
寄
贈 

 

（
参
考
文
献
） 

 

辻
惟
雄
「
鈴
木
其
一
筆
夏
秋
渓
流
図
」『
国
華
』
九
九
七
、
昭
和
五
十
二
年 

 

河
野
元
昭
「
鈴
木
其
一
の
画
業
」『
国
華
』
一
〇
六
七
、
昭
和
五
十
八
年 

 

安
村
敏
信
「
蠢
く
も
の
の
い
る
風
景
―
其
一
筆
「
夏
秋
渓
流
図
屛
風
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
琳
派
』
二
、
紫
紅
社
、
平
成
二
年 

 

玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵
―
酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
平
成
十
六
年 

 

東
京
国
立
博
物
館
「
大
琳
派
展 

継
承
と
変
奏
」
図
録
、
平
成
二
十
年 

 

萩
原
沙
季
「
鈴
木
其
一
筆
「
夏
秋
渓
流
図
屛
風
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
京
都
美
学
美
術
史
』
十
、
平
成
二
十
三
年 

 

『
日
本
美
術
全
集
』
十
三
、
小
学
館
、
平
成
二
十
五
年 
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サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
ほ
か
「
鈴
木
其
一 

江
戸
琳
派
の
旗
手
」
展
図
録
、
平
成
二
十
八
年 

 
東
京
都
美
術
館
「
奇
想
の
系
譜
」
展
図
録
、
平
成
三
十
一
年 
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松岡映丘筆 大正五年
まつおかえいきゅう

② 室君 一双
むろぎみ

絹本著色 六曲屛風

【所有者】公益財団法人永青文庫（東京都文京区目白台１－１－１）

【法 量】各 縦１７２．５㎝ 横３７９．８㎝

松岡映丘（１８８１～１９３８）は現在の兵庫県神崎郡福崎町出身の日本画家。絵
まつおか えいきゅう ふくざきちょう

巻の古典などの表現を近代絵画に順応させた画風を確立し、日本画の大家を多く育てた。

本作はその代表作で、故郷播州の港町、室津が鎌倉時代に衰退し、遊女が味気ない日々
む ろ つ

を送る悲哀を主題とする。道具類のデザイン、波の描き方などは古美術を学んだもの。

静かに雨の降る様を巧みに描く詩情豊かな名作として多くの画家に絶賛され、その後の

日本画に多大な影響を与えた。

（近代）

取
扱
注
意
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二 

室
君
松
岡
映
丘
筆 

大
正
五
年

絹
本
著
色 

六
曲
屛
風

 
 
 
 
 
 
 
 

一
双 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
・
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫 

  

（
寸
法
） 

各 
縦
一
七
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

横
三
七
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

（
品
質
形
状
） 

各 

絹
本
著
色 

屛
風
装 

 

雨
の
降
る
な
か
、
薄
物
の
衣
を
着
し
屋
内
で
過
ご
す
四
人
の
遊
女
と
庭
先
を
描
く
。
室
内
は
床
板
上
に
畳
が
敷
か
れ
、
右
隻
の
右
か
ら
順
に
畳
に

頬
杖
を
つ
き
冊
子
を
読
む
橙
の
衣
（
二
重
格
子
文
）
の
遊
女
、
双
六
盤
に
肘
を
つ
き
手
拍
子
を
打
つ
青
の
衣
（
鹿
の
子
文
）
の
遊
女
、
柱
に
倚
り
か

か
り
右
手
に
持
つ
扇
で
拍
子
を
打
つ
薄
紫
の
衣
（
巴
文
）
の
遊
女
を
、
ま
た
左
隻
に
は
広
げ
た
扇
を
左
手
に
持
ち
、
縁
側
近
く
で
寝
そ
べ
り
盆
山
ご

し
に
庭
を
眺
め
る
赤
い
衣
（
鹿
の
子
文
）
の
遊
女
を
描
く
。 

 

右
隻
は
室
内
を
中
心
に
描
き
、
右
端
の
前
景
に
は
若
竹
を
描
く
。
画
面
中
央
に
柱
を
配
し
、
そ
の
右
方
の
貫
に
は
二
つ
の
簾
を
並
べ
て
掛
け
る
。

う
ち
右
側
は
下
さ
れ
、
簾
ご
し
に
室
内
を
の
ぞ
く
構
図
と
す
る
。
室
内
は
、
画
面
右
方
に
二
面
の
襖
（
円
文
を
配
す
る
紫
の
縁
を
ま
わ
し
、
水
波
を

描
く
）
を
、
画
面
奥
側
に
縁
と
開
か
れ
た
舞
良
戸
を
描
く
。
床
板
上
に
は
、
赤
の
袴
と
水
色
の
衣
（
雲
文
）
を
か
け
た
漆
塗
り
の
衣
桁
、
青
の
五
瓜

に
唐
花
文
を
配
す
る
浅
葱
色
の
宿
直
袋
を
置
く
。
橙
の
衣
の
遊
女
の
開
く
冊
子
は
青
の
表
紙
で
、
蝶
鳥
下
絵
料
紙
に
か
な
文
字
を
配
す
る
。
青
の
衣

の
遊
女
は
松
喰
鶴
文
の
螺
鈿
双
六
盤
に
肘
を
つ
き
、
葦
手
絵
を
描
い
た
扇
を
双
六
盤
に
立
て
か
け
る
。
薄
紫
の
衣
の
女
性
の
傍
に
は
鼓
が
置
か
れ
る
。 

 

左
隻
は
対
角
線
上
に
縁
側
を
配
し
、
右
半
に
室
内
を
、
左
半
に
庭
先
を
描
く
。
縁
側
に
は
金
銅
水
瓶
を
入
れ
た
漆
塗
り
の
角
盥
が
置
か
れ
、
赤
い
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衣
の
女
性
の
前
に
は
木
製
花
台
と
青
白
磁
鉢
の
盆
山
が
並
ぶ
。
庭
に
は
蔦
の
絡
ま
る
網
代
垣
、
竹
垣
に
か
こ
ま
れ
た
萩
、
薄
、
撫
子
な
ど
の
前
栽
を

描
く
。 

 

左
右
隻
と
も
に
後
方
に
は
水
面
が
見
え
、
左
隻
右
上
に
三
艘
の
舟
が
浮
か
ぶ
。
画
面
全
体
に
細
線
で
雨
を
描
き
、
屋
根
お
よ
び
庭
の
地
表
近
く
を

中
心
に
薄
い
絵
具
を
重
ね
て
靄
を
あ
ら
わ
す
。 

 

右
隻
の
画
面
右
下
に
落
款
・
印
章
が
あ
る
。 

 

画
面
の
各
所
に
シ
ミ
が
生
じ
て
い
る
。 

 

（
款
記
・
印
章
） 

（
右
隻
） 

映
丘
絵
「
麻
通
袁
珂
」（
朱
文
方
印
） 

 

（
筆
者
） 

松
岡
映
丘
（
一
八
八
一
～
一
九
三
八
） 

 

（
時
代
） 

近
代 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
） 

 

（
説
明
） 

 

松
岡
映
丘
（
一
八
八
一
～
一
九
三
八
）
は
兵
庫
県
神
東
郡
田
原
村
（
現
在
の
神
崎
郡
福
崎
町
）
に
生
ま
れ
た
日
本
画
家
で
、

本
名
を
輝
夫
と
い
う
。
橋
本
雅
邦
、
山
名
貫
義
へ
の
師
事
を
経
て
東
京
美
術
学
校
で
日
本
画
を
学
び
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

の
第
六
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
入
選
以
来
、
官
展
や
金
鈴
社
展
（
大
正
六
年
開
始
）
な
ど
を
舞
台
に
活
躍
し
た
。
兄
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に
国
文
学
者
の
井
上
通
泰
、
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
、
言
語
学
者
の
松
岡
静
雄
ら
が
お
り
、
彼
ら
の
助
言
も
得
な
が
ら
学
術
的

な
見
識
を
深
め
、
み
ず
か
ら
も
古
画
の
考
究
を
進
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
官
展
の
審
査
員
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
東
京
美
術
学

校
や
家
塾
で
の
指
導
下
に
次
代
を
代
表
す
る
日
本
画
家
を
多
く
輩
出
し
、
新
興
大
和
絵
会
（
大
正
十
年
創
立
）
や
国
画
院
（
昭

和
十
年
創
立
）
を
主
導
す
る
な
ど
、
画
壇
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
っ
た
。
大
和
絵
の
古
典
の
諸
要
素
を
近
代
絵
画
に
順
応
さ
せ

た
、
格
調
高
く
色
彩
豊
か
な
画
風
を
確
立
し
、
日
本
画
の
展
開
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。 

 

本
作
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
第
十
回
文
展
で
特
選
主
席
と
な
っ
た
映
丘
の
代
表
作
で
あ
る
。
播
州
の
港
町
、
室
津

の
遊
女
を
題
材
と
し
て
お
り
、
映
丘
自
身
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
室
津
が
衰
退
し
た
頃
の
光
景
で
あ
る
と
い
う
。
遊

女
が
歌
う
の
は
催
馬
楽
で
あ
る
と
も
い
い
、
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
が
稀
な
題
材
を
幅
広
い
学
識
に
依
拠
し
て
描
い
た
作
品
と
な

っ
て
い
る
。
遊
女
の
装
い
や
器
物
、
水
波
や
草
花
の
描
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
映
丘
は
伝
世
品
の
意
匠
、
古
絵
巻
の
描
写
に
学

び
つ
つ
、
直
接
的
な
引
用
と
な
ら
な
い
よ
う
巧
み
に
翻
案
し
て
い
る
。 

 

細
部
ま
で
謹
直
な
線
描
や
彩
色
に
は
映
丘
の
高
い
画
技
が
よ
く
示
さ
れ
、
特
に
濃
彩
を
多
用
し
な
が
ら
品
格
あ
る
画
面
に
ま

と
め
る
点
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
画
面
の
大
部
分
は
緊
張
感
の
あ
る
筆
線
と
面
的
な
賦
彩
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
が
、
螺
鈿
や
盆
山
、
遊
女
の
着
衣
な
ど
の
細
部
で
は
、
描
こ
う
と
す
る
素
材
の
質
感
を
ふ
ま
え
多
岐
に
わ
た
る
描
法
が
選
択

的
に
用
い
ら
れ
る
。
特
に
遊
女
の
肉
身
に
は
控
え
め
な
彩
色
に
よ
っ
て
陰
影
が
表
現
さ
れ
、
画
面
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
群
像
の

存
在
感
を
増
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
雨
の
流
麗
な
直
線
、
軒
先
の
雨
垂
れ
や
、
煌
め
く
靄
、
草
花
に
滴
る
雨
粒
、
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複
雑
な
線
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
細
波
な
ど
、
静
か
に
雨
が
降
る
さ
ま
の
描
写
は
出
色
で
あ
る
。 

 
映
丘
は
、
衰
微
し
た
港
町
の
遊
女
が
味
気
な
い
月
日
を
送
る
悲
哀
を
本
作
の
主
眼
と
説
明
す
る
（『
帝
国
絵
画
宝
典
』
大
正
七

年
）
。
こ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
能
面
を
参
照
し
た
と
い
い
、
ま
た
本
作
の
着
想
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
郷
里
の
室
津
の
小
波
を

描
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
五
月
雨
や
梅
雨
の
音
も
な
く
降
る
雨
に
女
性
を
配
し
た
い
と
考
え
た
と
述
べ
る
（
「
東
京
朝
日
新

聞
」
大
正
五
年
十
月
二
十
三
日
）
。
発
表
時
の
批
評
で
は
、
古
画
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
品
位
を
高
め
る
点
に
加
え
、
古
画
の
直
接

的
な
応
用
に
留
ま
ら
な
い
、
創
意
に
富
ん
だ
情
趣
豊
か
な
作
品
で
あ
る
点
に
評
価
が
集
ま
っ
た
。
映
丘
の
画
歴
に
お
い
て
も
こ

う
し
た
趣
向
は
初
め
て
の
試
み
で
、
文
展
で
評
価
を
得
ら
れ
な
い
と
す
る
映
丘
の
不
平
を
聞
い
た
兄
の
井
上
通
泰
に
よ
る
、
一

度
は
調
子
を
変
え
る
べ
き
と
い
う
助
言
を
背
景
に
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
美
術
日
本
』
六
―
九
、
昭
和
十
五
年
）
。 

 

本
作
に
つ
い
て
は
、
絵
巻
に
代
表
さ
れ
る
大
和
絵
が
近
代
絵
画
に
お
け
る
新
機
軸
の
基
盤
と
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
た
作
品

と
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
た
。
感
化
さ
れ
た
の
は
門
下
の
画
家
に
限
定
さ
れ
ず
、「
文
展
に
対
す
る
世
間
の
人
気
が
絶
頂
に
達
し
た

当
時
の
好
評
作
だ
け
に
其
絵
を
見
な
け
れ
ば
話
も
出
来
な
い
と
い
ふ
ほ
ど
に
騒
が
れ
た
作
品
」（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
十
三

年
九
月
四
日
）、「
ひ
と
り
作
者
の
傑
作
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
新
解
釈
の
大
和
絵
と
し
て
後
進
に
範
を
垂
れ
た
、
事
実
明
治

大
正
の
名
作
」（『
現
代
作
家
美
人
画
全
集
』
日
本
画
篇
上
、
昭
和
七
年
）
な
ど
、
時
代
を
代
表
す
る
名
作
と
い
う
評
価
も
早
く

に
確
立
さ
れ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
本
作
は
、
画
壇
を
牽
引
し
た
松
岡
映
丘
の
代
表
作
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
た
そ
の
作
風
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が
確
立
さ
れ
る
う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
近
代
日
本
画
に
お
い
て
大
和
絵
の
表
現
に
新
た
な
指
針
を
示
す
と
と
も

に
、
発
表
時
か
ら
一
貫
し
て
重
要
視
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
大
正
期
を
代
表
す
る
傑
作
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

（
指
定
基
準
） 

一 

各
時
代
の
遺
品
の
う
ち
製
作
優
秀
で
、
我
が
国
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の
。 

 

（
参
考
文
献
） 

 

山
種
美
術
館
「
松
岡
映
丘
―
そ
の
人
と
芸
術
」
展
図
録
、
昭
和
五
十
六
年 

 

姫
路
市
立
美
術
館
「
松
岡
映
丘
」
展
図
録
、
昭
和
五
十
九
年 

 

姫
路
市
立
美
術
館
「
松
岡
映
丘
と
そ
の
系
譜
」
展
図
録
、
平
成
二
年 

 

練
馬
区
立
美
術
館
ほ
か
「
大
正
期
の
日
本
画 
金
鈴
社
の
五
人
」
展
図
録
、
平
成
七
年 

 

東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
「
細
川
家
の
至
宝
―
珠
玉
の
永
青
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
図
録
、
平
成
二
十
二
年 

 

練
馬
区
立
美
術
館
「
生
誕
一
三
〇
年 

松
岡
映
丘
」
展
図
録
、
平
成
二
十
三
年 

 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
「
松
岡
映
丘 

古
典
美
の
再
興
」
展
図
録
、
平
成
二
十
七
年 
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【資料】答申が行われる重要文化財の概要 

 

１ 「美術工芸品」とは 

建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書、考古資料、歴史資料などの有形の文化的所産

で、我が国にとって歴史上、芸術上、学術上価値の高いものを総称して有形文化財と呼んでいる。こ

のうち、建造物以外のものを総称して「美術工芸品」と呼んでいる。 
 

２ 指定・登録・選択の流れ 

 ○有識者で構成する文化審議会の「専門調査会」における専門的な調査検討を受け、文化審議会が

文部科学大臣に答申し、国宝・重要文化財の指定を行っている。 

  

 文部科学大臣（文化庁長官） 

         諮問 

 

    文化審議会                 専門調査会 

 

         答申 

 文部科学大臣（文化庁長官） 

      ↓  指定 

   官報告示・通知 

 

３ 統計資料 

〈全国〉国指定の重要文化財 ※（ ）内は国宝で内数 

 現在の指定数 
今回の新指定数 

累   計 
国宝 重要文化財 

美術工芸品 １０，７７２（８９３） ４ ３７ １０，８０８（８９７） 

（内訳）  

絵画  ２，０３１（１６１） ０ ６  ２，０３７（１６２） 

彫刻  ２，７１５（１３８） ２ ８ ２，７２３（１４０） 

工芸品  ２，４６９（２５３） １ ３  ２，４７１（２５４） 

書跡・典籍・古文書  ２，６９０（２９０） ０ １０  ２，７００（２９０） 

考古資料 ６４７（ ４７） １ ５ ６５２（ ４８） 

歴史資料    ２２０（  ３） ０ ５ ２２５（  ３） 

 

〈兵庫県〉国指定の重要文化財 ※（ ）内は国宝で内数 

 現在の指定数 
今回の新指定数 

累   計 
国宝 重要文化財 

美術工芸品 ３６３（９） ０ ２ ３６５（９） 

（内訳）  

絵画 １０１（２） ０ ０ １０１（２） 

彫刻 １０６（１） ０ １ １０７（１） 

工芸品  ６５（２） ０ ０     ６５（２） 

書跡・典籍・古文書   ４３（３） ０ ０     ４３（３） 

考古資料     ４７（１） ０ １     ４８（１） 

歴史資料 １ ０ ０ １ 

 

（調査依頼） 
（ 報  告 ） 


